
←藤本入力済み

職員の推し本
お

雨ふる本屋
日向 理恵子 ／ 童心社

お母さんは、病気がちの幼い妹サラにかかりきり。お使い

に出れば、雨…。雨宿りに入った図書館の奥から、ルウ子

は不思議な本屋に迷い込みます。

忘れてしまった夢や、完結できず途中のままの物語に、雨

を紡いでできあがる「雨ふる本」。最近その物語の種に異

変が起きていて……。

未完結の本を完成させて読ませてくれる本屋！？本当に

あったら、ぜひ行ってみたいものです！

ルウ子がどうやって迷子の物語を救い出すのか、ぜひ読ん

でみてください。続編には妹のサラも登場して、二人の大

冒険が始まります。雨の日に読みたいやさしいファンタ

ジー作品、全５巻です。

小さな化学式の図鑑
ガリレオ工房・監修 ／ 三才ブックス

普段何気なく使っているものも、実は化学式で表記できる

ものがたくさんあるんです。言われてみれば当たり前なの

ですが、意外と忘れがちな事実ではないでしょうか。この

本は、生活や食べもの、産業、医療など私たちの身近にあ

るものを化学式と美しい写真で解説した図鑑です。一緒に

掲載されている写真がきれいなので、化学式自体がよくわ

からなくても眺めているだけでも楽しいですよ♪本自体の

少し小さなサイズ感もかわいい！根っからの文系人間なの

で、化学式には苦しめられた思い出しかないのですが、当

時この本があったらもう少し勉強も楽しかったかもしれな

いなぁ…なんて思います。

ご自愛さん
矢部 太郎 ／ PHP研究所

お手紙の結びなどで使われる「ご自愛ください」のひとこと。

お手紙や年賀状を出す機会も減ってきている今、なかなか目

にする機会がないかもしれません。

矢部さんらしい視点で描かれる「ご自愛ください」がたくさ

ん詰まったこちらの１冊。

毎日の何気ない生活の中でのあれこれが、優しいタッチのイ

ラストと文章で綴られています。

あるある～と共感できる部分もあり、読んでいると肩の力が

抜けていって、心にじわじわ沁みていきます。

少し疲れたな…と思った日にはぜひ手に取ってみてください

ね。皆さまもどうかご自愛ください♪


